
　

日

本

生

産

性

本

部

は

４

月

�

日

、

第

�

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

４

月

例

会

を

都

内

で

開

催

し

た

。

当

日

は

、

長

久

良

子

・

リ

コ

ー

Ｃ

Ｈ

Ｒ

Ｏ

が

「

リ

コ

ー

式

ジ

ョ

ブ

型

人

事

制

度

と

そ

の

後

」

を

テ

ー

マ

に

講

演

し

た

。

　

同

社

は

、

２

０

２

０

年

に

「

Ｏ

Ａ

メ

ー

カ

ー

か

ら

デ

ジ

タ

ル

サ

ー

ビ

ス

の

会

社

へ

の

変

革

」

を

宣

言

し

、

「

は

た

ら

く

人

の

創

造

力

を

支

え

、

ワ

ー

ク

プ

レ

イ

ス

を

変

え

る

お

手

伝

い

を

す

る

デ

ジ

タ

ル

サ

ー

ビ

ス

の

会

社

」

へ

と

変

革

を

進

め

て

い

る

。

　

そ

の

変

革

に

あ

た

っ

て

は

、

職

能

資

格

制

度

に

お

け

る

課

題

を

解

決

し

、

自

律

的

に

実

力

を

磨

き

続

け

る

人

が

活

躍

で

き

る

環

境

を

目

指

す

こ

と

と

し

た

。

課

題

と

な

っ

た

の

が

、

①

高

い

管

理

職

比

率

（

高

資

格

者

に

配

慮

し

た

任

用

に

よ

る

組

織

の

硬

直

化

）

、

②

年

功

的

な

配

置

と

登

用

（

過

去

に

評

価

さ

れ

た

能

力

の

積

み

上

げ

を

重

視

）

、

③

若

手

の

や

る

気

減

退

（

昇

格

機

会

の

減

少

に

よ

り

、

特

に

優

秀

層

の

デ

モ

チ

ベ

ー

ト

や

離

職

リ

ス

ク

が

増

大

）

だ

っ

た

。

　

そ

こ

で

、

「

過

去

の

実

績

で

は

な

く

、

現

在

の

実

力

と

意

欲

に

よ

っ

て

、

抜

擢

さ

れ

、

活

躍

で

き

る

よ

う

に

す

る

」

「

難

し

い

仕

事

へ

の

チ

ャ

レ

ン

ジ

や

会

社

へ

の

貢

献

度

が

高

い

人

が

報

わ

れ

る

よ

う

に

す

る

」

「

適

所

適

材

を

実

現

し

、

柔

軟

な

ポ

ジ

シ

ョ

ン

の

Ｏ

ｎ

／

Ｏ

ｆ

ｆ

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

」

た

め

に

、

２

０

２

２

年

４

月

か

ら

リ

コ

ー

式

ジ

ョ

ブ

型

制

度

を

導

入

し

た

。

　

長

久

氏

は

、

制

度

の

特

徴

と

し

て

、

①

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

と

エ

キ

ス

パ

ー

ト

の

複

線

型

（

管

理

職

以

上

）

に

よ

る

適

所

適

材

の

実

現

、

②

ジ

ョ

ブ

を

大

括

り

に

し

た

グ

レ

ー

ド

定

義

、

③

ア

ソ

シ

エ

イ

ト

・

エ

キ

ス

パ

ー

ト

の

設

置

、

④

制

度

の

デ

ザ

イ

ン

に

�

回

の

役

員

会

で

議

論

、

の

四

つ

を

挙

げ

た

。

　

①

で

は

、

「

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

」

（

組

織

の

長

と

し

て

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

を

通

じ

て

組

織

へ

貢

献

す

る

ポ

ジ

シ

ョ

ン

）

と

、

「

職

種

を

限

定

し

な

い

専

門

性

を

用

い

て

組

織

へ

貢

献

す

る

ポ

ジ

シ

ョ

ン

」

の

「

エ

キ

ス

パ

ー

ト

」

を

設

定

し

、

両

者

の

行

き

来

を

可

能

と

し

た

。

　

②

で

は

、

同

程

度

の

ジ

ョ

ブ

・

責

任

を

持

つ

ポ

ジ

シ

ョ

ン

を

大

き

く

括

り

グ

レ

ー

ド

化

し

、

柔

軟

な

配

置

を

し

や

す

く

し

た

。

　

③

で

は

、

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

と

エ

キ

ス

パ

ー

ト

に

就

か

な

い

管

理

職

と

し

て

「

ア

ソ

シ

エ

イ

ト

・

エ

キ

ス

パ

ー

ト

」

（

担

当

管

理

職

、

テ

ー

マ

リ

ー

ダ

ー

と

し

て

、

担

当

領

域

で

の

目

標

達

成

を

達

成

す

る

ポ

ジ

シ

ョ

ン

）

を

設

定

。

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

と

エ

キ

ス

パ

ー

ト

か

ら

ポ

ジ

シ

ョ

ン

Ｏ

ｆ

ｆ

と

な

っ

た

社

員

は

、

管

理

職

と

し

て

ア

ソ

シ

エ

イ

ト

・

エ

キ

ス

パ

ー

ト

に

位

置

づ

け

る

。

滞

留

期

間

は

３

年

間

を

限

度

と

し

、

３

年

以

内

に

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

か

エ

キ

ス

パ

ー

ト

に

登

用

さ

れ

な

い

場

合

は

ア

ソ

シ

エ

イ

ト

・

エ

キ

ス

パ

ー

ト

か

ら

一

般

職

へ

移

行

す

る

。

　

制

度

導

入

後

は

、

チ

ャ

レ

ン

ジ

意

欲

の

高

い

若

手

の

積

極

的

な

登

用

（

昇

格

試

験

を

廃

止

し

、

積

極

的

な

若

手

登

用

を

促

し

た

結

果

、

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

、

エ

キ

ス

パ

ー

ト

と

も

�

歳

代

の

若

手

の

比

率

が

着

実

に

拡

大

）

や

、

実

力

に

応

じ

た

柔

軟

な

任

用

（

一

般

職

か

ら

管

理

職

へ

の

積

極

的

な

登

用

が

拡

大

。

組

織

の

必

要

性

に

応

じ

、

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

、

エ

キ

ス

パ

ー

ト

か

ら

ア

ソ

シ

エ

イ

ト

・

エ

キ

ス

パ

ー

ト

へ

の

ポ

ジ

シ

ョ

ン

Ｏ

ｆ

ｆ

、

ア

ソ

シ

エ

イ

ト

・

エ

キ

ス

パ

ー

ト

か

ら

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

、

エ

キ

ス

パ

ー

ト

へ

の

再

チ

ャ

レ

ン

ジ

が

行

わ

れ

て

い

る

）

、

自

律

的

な

キ

ャ

リ

ア

形

成

、

高

い

目

標

へ

の

チ

ャ

レ

ン

ジ

（

各

ポ

ジ

シ

ョ

ン

の

ジ

ョ

ブ

デ

ィ

ス

ク

リ

プ

シ

ョ

ン

を

公

開

す

る

こ

と

に

よ

り

、

自

身

の

キ

ャ

リ

ア

に

お

け

る

目

標

と

な

る

ポ

ジ

シ

ョ

ン

が

具

体

的

に

な

っ

て

い

る

）

が

み

ら

れ

る

と

い

う

。

　

長

久

氏

は

、

「

今

後

は

、

制

度

が

現

場

の

文

化

・

意

識

レ

ベ

ル

ま

で

根

付

く

よ

う

、

ポ

ジ

シ

ョ

ン

Ｏ

ｆ

ｆ

の

促

進

に

向

け

た

同

一

ポ

ジ

シ

ョ

ン

滞

留

者

の

再

評

価

や

、

自

律

的

な

チ

ャ

レ

ン

ジ

に

向

け

た

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

と

エ

キ

ス

パ

ー

ト

の

社

内

公

募

拡

大

な

ど

、

さ

ら

な

る

仕

掛

け

を

進

め

る

必

要

が

あ

る

」

と

述

べ

た

。


